
川内川等河川の外水氾らんによる家屋の浸水被害を解消します！
せ ん だ い が わ

～ 河川激甚災害対策特別緊急事業（激特事業）～

＜今回の災害の特徴＞

★既往最高の出水に見舞われた川内川流域は甚大な被害が発生！

平成１８年７月豪雨により薩摩地方北部では、総雨量 （西ノ野雨量観測1,165mm
に し の の

所：７月１９～２３日）に及ぶ記録的な豪雨となり、川内川の上流から下流に至る

流域の３市３町（薩摩川内市、さつま町、大口市、菱刈町、湧水町、えびの市）の

広域にわたって浸水家屋２，３４７戸に及ぶ甚大な被害が発生しました。

＜川内川激特事業の特徴＞

★九州地方では過去最大の事業規模の激特事業を採択！採択延長は全国歴代２位！

国土交通省では再度災害防止を図るために、国が管理する川内川をはじめ鹿児島

県及び宮崎県が管理する支川を含めて川内川流域を河川激甚災害対策特別緊急事業

（激特事業）として採択することとしました。なお、今回の事業規模は全体事業費

３５６億円で九州地方では過去最大規模、採択延長は川内川本川約６２ｋｍで全国

歴代２位です。

★概ね５年間の激特事業により、外水氾らんによる家屋浸水被害を解消！

激特事業により今年から概ね５ヶ年間で今回の豪雨に対して、川内川等の外水氾

らん（河川からの溢水や逆流による氾らん）をなくし、約１５００戸の家屋の浸水

被害を解消します。

★激特事業のハード対策とあわせ、ソフト対策による災害に強い地域づくりを支援！

被害軽減のためのソフト対策として、地方自治体による土地利用規制等による防

災・減災対策の推進に向けた協議会を設置するなど、地域と連携した地域づくりを

推進します。

具体的には地方自治体が災害危険区域の設定、ハザードマップの作成等を行いま

す。

★激特事業とあわせ鶴田ダムの洪水調節機能の強化など鶴田ダム再開発事業化要求



＜激特事業の概要＞

★各地域の被害形態や土地利用に応じた効果的な対策を実施！

【薩摩川内市域】

・土地利用に応じた治水方式（築堤・輪中堤・家屋嵩上げ）で早期効果を発現

【さつま町域】

・浸水深約３ｍに及ぶ虎居地区の壊滅的被害を、湾曲部大規模ショートカット

（推込分水路）と河道掘削、築堤により解消
し ご め

・その他の地区は土地利用に応じた治水方式で早期効果を発現

【大口市域】

・川内川の水位を大幅に低下させるため、曽木の滝分水路に着手
そ ぎ

・羽月川等の地区は土地利用に応じた治水方式で早期効果を発現
は つ き が わ

【菱刈町域】

・洪水が逆流し、家屋・田畑に多大な被害を及ぼした川間川に堤防を新設
か わ ま が わ

【湧水町域】

・中枢機能が麻痺した湧水町の浸水被害解消のため、永山狭窄部の掘削を実施
ながやま

【えびの市域】

・逆流により浸水した内竪・水流地区を守るため、稲荷川に堤防を新設
うちたて つ る い な り が わ

・逆流防止のため西境川合流点付近に、堤防及び水門を新設
にしさかいがわ

参考）

■激特事業の概要

●事業区間及び事業内容

【九州地整】

・川内川本川 ６２．３ｋｍ 永山狭窄部開削、曽木の滝分水路、推込分水路
せ ん だ い が わ ほ ん せ ん な が や ま そ ぎ し ご め

河道掘削、築堤、輪中堤、宅地嵩上げ、水門等

・支川樋渡川 １．０ｋｍ 築堤
し せ ん ひ わ た し が わ

・支川羽月川 ６．１ｋｍ 河道掘削、築堤、輪中堤等
し せ ん は つ き が わ

・支川川間川 １．２ｋｍ 築堤（左岸）
し せ ん か わ ま が わ

・支川西境川 合流点部分 築堤、水門
し せ ん に し さ か い が わ

【鹿児島県】

・支川久富木川 ０．５ｋｍ 築堤等
し せ ん く ぶ き が わ

・支川夜星川 ０．８ｋｍ 築堤等
し せ ん や せ い が わ

・支川白木川 ０．６ｋｍ 河道掘削、築堤等
し せ ん し ら き が わ

【宮崎県】

・支川稲荷川 ０．４ｋｍ 輪中堤等
し せ ん い な り が わ

●事業期間 平成１８年度～平成２２年度の５カ年間

●採択事業費 ３５６億円

（九州地整３３１億円 鹿児島県１９億円 宮崎県６億円）



夜星川（鹿児島県） 輪中堤

久富木川（鹿児島県） 築堤

激特事業実施箇所と整備内容（川内川下流部）



白木川（鹿児島県） 築堤

稲荷川（宮崎県） 輪中堤

激特事業実施箇所と整備内容（川内川上流部）



激特事業実施箇所と整備内容（ソフト対策）

・被害軽減のための具体的方策や地域との連携などにより、災害に強い
地域づくりを推進

①地方自治体による土地利用規制等による防災・減災対策の推進
②洪水ハザードマップの整備と避難場所等の再検討の推進
③危険箇所等における地域住民等への直接情報提供の検討（情報板、
鶴田ダム情報との連携等）等

・迅速に ：水防警報、洪水予報等の情報を各地方自治体へ直接伝達

・正確に ：各地方自治体と防災ネットワークにより直接接続し、河
川情報、画像情報を共有

・分かりやすく：河川情報板等による分かりやすい防災情報（地域防災情

報）の提供、マスコミ（ＮＨＫ、地元テレビ局等）への

画像情報等の提供

・災害情報協議会等を活用し、自治体によるハザードマップ作成の支援を
強化

ソ フ ト 対 策

■ハザードマップ作成の支援



鶴田ダムの洪水調節機能強化

＜対策の概要＞
○洪水調節容量の増量、放流施設の増設等、ダムの再開発
○操作規則の見直し 等

流
入
量
・
放
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量

平成１８年７月１９日～２３日洪水における鶴田ダムの洪水調節
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鶴田ダム

■ 平成１８年７月出水に鑑み、川内川の治水安全度の向上を緊急的に図るため、
鶴田ダムの洪水調節機能の強化等を実施
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１５水位観測所中１１水位観測所で観測史上、最高水位を記録

・川内川流域では、７月１９日から７月２３日にかけて梅雨前線の活動が活発化し、薩摩地方北部を中心に記録
的な大雨をもたらした。この豪雨により全水位観測所１５箇所のうち１１箇所で観測史上最高水位を観測し、
川内川本支川において１３６箇所の浸水被害等が発生しました。

・川内川全域の３市３町（薩摩川内市、さつま町、大口市、菱刈町、湧水町、えびの市）では、浸水面積2,777ha、
浸水家屋2,347戸に達する甚大な被害が発生しました。

年総雨量と今回出水総雨量（西ノ野雨量観測所）との比較）

平成１８年７月１８日１７：００～７月２３日１３：００の総雨量
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今回の最高水位（ｍ）

既往最高水位（ｍ）

既往最高水位を超えた観測所位置図

西ノ野雨量観測所での雨量グラフ
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※鹿児島気象台の年総雨量
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※全国平均（出典：(財)水資源協会「日本の水2005」）
1971～2000年の平均

年 総 雨 量 と 今 回 出 水 総 雨 量 （ 西 ノ 野 雨 量 観 測 所 ） と の 比 較
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鹿 児 島
（ 気 象 台 ）

西 ノ 野
（ 国 土 交 通 省 ）

3 6 5日 間 で
約 1 ,7 0 0m m

3 6 5日 間 で
約 2 ,2 0 0m m

５日間で
約1,200㎜

約５０％約７０％

1 年 間 で

1 年 間 で

・５日間で鹿児島市（気象台）の年総雨量の約５０％、全国平均の
年総雨量の７０％の雨を観測

・５日間で鹿児島市（気象台）の年総雨量の約５０％、全国平均の
年総雨量の７０％の雨を観測

（参考）降雨、水位の状況



川内川

外水範囲

内水範囲

凡 例

薩摩川内市南瀬地区

さつま町虎居地区

さつま町虎居地区虎居地先
川内川右岸37k400付近

菱刈町菱刈地区

湧水町中津川地区川添地先
川内川左岸94k200付近

菱刈町菱刈地区本城地先
川内川左岸72k700付近
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薩摩川内市南瀬地区南瀬地先
川内川右岸24k600付近

2

←川内川
◎一般被害（川内川流域関係市町）

市町村名 床上浸水（戸） 床下浸水（戸） 計

薩摩川内市 91 39 130

さつま町 850 89 939

大口市 165 43 208

菱刈町 67 26 93

湧水町 446 123 569

えびの市 229 179 408

計 1,848 499 2,347

7

川内川本支川において激甚な浸水被害が発生

（参考）被害の状況

湧水町中津川地区




